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(57)【要約】
【課題】液晶装置等の電気光学装置を駆動する駆動装置
において、効果的に輝度ムラを低減する。
【解決手段】駆動装置は、複数の走査線（３ａ）及び複
数のデータ線（６ａ）の交差に対応して設けられた複数
の画素部（９ａ）に画像信号を供給することで、複数の
画素部が配列されてなる画素領域（１０ａ）を有する電
気光学装置を駆動する。駆動装置は、画像信号の極性を
所定期間毎に反転させる極性反転手段（１１０）と、画
素領域におけるデータ線に沿った方向の輝度差を小さく
するように画像信号を補正するための補正量を、反転さ
れる極性の正負別に決定する補正量決定手段（１２０）
と、画像信号を、決定された補正量に基づいて補正する
補正手段（１５０）と、補正された画像信号を複数の画
素部に、正負別に順次供給する供給手段（１６０）とを
備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線及び複数のデータ線の交差に対応して設けられた複数の画素部に画像信号
を供給することで、前記複数の画素部が配列されてなる画素領域を有する電気光学装置を
駆動する駆動装置であって、
　前記画像信号の極性を所定期間毎に反転させる極性反転手段と、
　前記画素領域における前記データ線に沿った方向の輝度差を小さくするように前記画像
信号を補正するための補正量を、前記反転される極性の正負別に、決定する補正量決定手
段と、
　前記画像信号を、前記決定された補正量に基づいて補正する補正手段と、
　前記補正された画像信号を前記複数の画素部に、前記正負別に順次供給する供給手段と
　を備えることを特徴とする駆動装置。
【請求項２】
　前記補正量決定手段は、
　前記輝度差を小さくするように前記画像信号を補正する際に用いる補正処理を前記正負
別に、予め選択可能とされる複数種類の補正処理の中から選択する選択手段と、
　前記選択された補正処理によって夫々、前記画像信号を補正するための補正量を、前記
正負別に決定する決定手段と
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の駆動装置。
【請求項３】
　前記複数種類の補正処理は、前記画素領域に対応する画像信号に係る一フレーム又はフ
ィールド期間内における、前記画像信号が前記複数の画素部に供給されるタイミングに応
じて、連続的に又は階段状に変化するように前記補正量を決定する処理を夫々有し、前記
タイミングに対する前記補正量の変化の仕方が相互に異なり、
　前記決定手段は、前記正負別に、前記タイミングの各々について前記補正量を決定する
　ことを特徴とする請求項２に記載の駆動装置。
【請求項４】
　前記タイミングは、前記複数の走査線に対して走査信号が与えられる順番に対応してお
り、
　前記複数種類の補正処理は、前記順番に応じて連続的に又は階段状に変化するように前
記補正量を決定する処理を夫々有し、前記順番に対する前記補正量の変化の仕方が相互に
異なり、
　前記決定手段は、前記正負別に、前記順番の各々について前記補正量を決定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の駆動装置。
【請求項５】
　前記順番は、前記走査線の前記データ線に沿った方向の座標に対応しており、
　前記複数種類の補正処理は、前記座標に応じて連続的に又は階段状に変化するように前
記補正量を決定する処理を夫々有し、前記座標に対する前記補正量の変化の仕方が相互に
異なり、
　前記決定手段は、前記正負別に、前記座標の各々について前記補正量を決定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の駆動装置。
【請求項６】
　前記決定手段は、
　前記複数の走査線のうち第ｉ（但し、ｉは自然数）走査線に対応した前記複数の画素部
の行に供給される前記画像信号の各々を補正するための第１補正量を決定する第１決定手
段と、
　前記複数の走査線のうち第ｊ（但し、ｊはｉと異なる自然数）走査線に対応した前記複
数の画素部に行に供給される前記画像信号の各々を補正するための前記第２補正量を、前
記第１補正量に対して、前記第ｉ走査線の座標及び前記第ｊ走査線の座標の差分に応じた
値を加算又は減算することで決定する第２決定手段と
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　を有し、
　前記補正手段は、前記第１補正量に基づいて前記第ｉ走査線に対応した前記画像信号の
各々を補正し、前記第２補正量に基づいて、前記第ｊ走査線に対応した前記画像信号の各
々を補正する
　ことを特徴とする請求項５に記載の駆動装置。
【請求項７】
　前記第１決定手段は、前記第１補正量をゼロとすることを特徴とする請求項６に記載の
駆動装置。
【請求項８】
　前記第２決定手段は、前記選択された補正処理に従って、前記極性が正の場合において
は、前記差分が第１間隔増加する毎に、前記極性が負の場合においては、前記差分が第２
間隔増加する毎に、前記第１補正量に対して加算又は減算される値を、所定量ずつ変化さ
せることを特徴とする請求項５に記載の駆動装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の駆動装置を具備してなることを特徴とする電気
光学装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の電気光学装置を具備してなることを特徴とする電子機器。
【請求項１１】
　複数の走査線及び複数のデータ線の交差に対応して設けられた複数の画素部に画像信号
を供給することで、前記複数の画素部が配列されてなる画素領域を有する電気光学装置を
駆動する駆動方法であって、
　前記画像信号の極性を所定期間毎に反転させる極性反転工程と、
　前記画素領域における前記データ線に沿った方向の輝度差を小さくするように前記画像
信号を補正するための補正量を、前記反転される極性の正負別に、決定する補正量決定工
程と、
　前記画像信号を、前記決定された補正量に基づいて補正する補正工程と、
　前記補正された画像信号を前記複数の画素部に、前記正負別に順次供給する供給工程と
　を備えることを特徴とする駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば液晶装置等の電気光学装置を駆動する駆動装置及び方法、並びに該駆
動装置を備えた電気光学装置、及び該電気光学装置を備えた、例えば液晶プロジェクタ等
の電子機器の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の駆動装置として、例えば液晶装置等の電気光学装置を、画像信号の極性をフレ
ーム毎に反転させつつ駆動するものがある。ここで、極性を反転させながらの駆動を行う
際には、画面の上下方向で輝度ムラが生じてしまうことがある。
【０００３】
　上述したような輝度ムラの発生を防止するために、例えば、走査線のＹ座標（即ち、デ
ータ線方向に沿った方向の座標）に応じた補正量を作成し、画像信号に加算することで、
上下方向の輝度ムラを抑制するという技術が提案されている（特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１４８３８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した技術においては、補正量を作成する際に、画像信号の極性が考
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慮されていない。即ち、極性に応じて補正量が作成されていない。
【０００６】
　上述した輝度ムラは、本願発明者が研究したところによれば、画像信号の極性に依存し
ており、例えば極性が正である場合の方が、負である場合と比べて輝度ムラが発生し易い
。よって、極性に応じた補正量が作成されないとすると、適切な補正が行えないというお
それがある。即ち、上述した技術では、上下方向の輝度ムラを適切に抑制することができ
ないという技術的問題点がある。
【０００７】
　本発明は、例えば上述した問題点に鑑みなされたものであり、効果的に輝度ムラを低減
可能である駆動装置及び方法、並びに電気光学装置及び電子機器を提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の駆動装置は上記課題を解決するために、複数の走査線及び複数のデータ線の交
差に対応して設けられた複数の画素部に画像信号を供給することで、前記複数の画素部が
配列されてなる画素領域を有する電気光学装置を駆動する駆動装置であって、前記画像信
号の極性を所定期間毎に反転させる極性反転手段と、前記画素領域における前記データ線
に沿った方向の輝度差を小さくするように前記画像信号を補正するための補正量を、前記
反転される極性の正負別に、決定する補正量決定手段と、前記画像信号を、前記決定され
た補正量に基づいて補正する補正手段と、前記補正された画像信号を前記複数の画素部に
、前記正負別に順次供給する供給手段とを備える。
【０００９】
　本発明に係る駆動装置によれば、複数の走査線及び複数のデータ線の交差に対応して設
けられた複数の画素部に画像信号が供給され、複数の画素部が配列されてなる画素領域を
有する電気光学装置が駆動される。より具体的には、例えばデータ線から複数の画素部へ
の画像信号の供給が制御されつつ走査線から走査信号が供給され、所謂アクティブマトリ
クス方式による画像表示が行われる。尚、画素部は、例えばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）
等の透明導電材料からなる透明電極を含んでおり、データ線及び走査線の交差に対応して
、マトリクス状に複数設けられている。
【００１０】
　本発明に係る駆動装置の動作時には、先ず極性反転手段によって、画像信号の極性が所
定期間毎に反転させられる。即ち、画像信号は、極性が正である状態と負である状態とが
、所定期間毎に交互に切り替えられる。ここでの「所定期間」は、典型的には、１フレー
ムの画像が表示される１垂直走査期間が設定される。或いは１フレームを構成する複数の
フィールドの画像（例えば、Ｒフィールドの画像、Ｇフィールドの画像、Ｂフィールドの
画像など）が表示される１垂直走査期間が設定される。即ち、垂直走査期間毎に極性を反
転させる、１Ｖ反転駆動が行われる。
【００１１】
　続いて、補正量決定手段により、画素領域におけるデータ線に沿った方向の輝度差を小
さくするように画像信号を補正するための補正量が決定される。尚、ここでの「データ線
に沿った方向の輝度差」とは、画像信号の供給されるタイミングが異なることによって生
じる輝度差である。例えば、一フレーム又はフィールド期間内における、画像信号の供給
されるタイミングが画素によって異なる場合、画像信号の電圧は、タイミングが遅い程、
低下してしまう。よって、画素に対して走査線単位で画像信号が供給されると、走査線毎
に輝度差が生ずる。即ち、データ線に沿った方向に輝度差が生ずる。具体的には、例えば
垂直走査によって画像信号を供給する場合には、画素領域の上下で輝度差が生じる。また
、領域走査のように、画素領域を分割して走査する場合であっても、結果的にデータ線に
沿った方向に輝度差が生じる。補正量決定手段は、このような輝度差を小さくするように
補正量を決定する。
【００１２】
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　また本発明では特に、上述した補正量が、極性の正負別に決定される。即ち、補正量決
定手段は、画像信号の極性が正であるか負であるかによって、別々に補正量を決定する。
正極性の場合の補正量と負極性の場合の補正量とを、相互から独立して或いは別個独立し
て決定するといってもよい。ここで本願発明者の研究によれば、上述した輝度差の発生し
易さは、画像信号の極性にも依存しており、典型的には、画像信号が正極性である場合の
方が、負極性である場合に比べてより輝度差が発生する。よって、例えば画像信号の極性
が正の場合に、負の場合と比べて大きい補正量が決定されるようにすれば、より適切に画
像信号を補正できるようになる。
【００１３】
　補正量が決定されると、補正手段によって、決定された補正量に基づいて画像信号が補
正される。補正手段は、典型的には、補正量を画像信号に加算することで補正する。尚、
このような補正及び上述した補正量の決定は、極性反転手段によって、画像信号の極性が
反転される前に行われてもよい。例えば、実際に極性が反転されていなくとも、いずれの
極性に反転されるかが分かれば、補正量を決定し、画像信号を補正することが可能である
。
【００１４】
　補正された画像信号は、供給手段によって、複数の画素部に正負別に（例えば、相前後
する正極性のフレーム及び負極性のフレームとして）順次供給される。画像信号は、上述
したように、画素領域におけるデータ線に沿った方向の輝度差を小さくするように補正さ
れている。よって、駆動される電気光学装置における輝度ムラは低減される。即ち、画質
を向上させることができる。
【００１５】
　以上説明したように、本発明に係る駆動装置によれば、画像信号に対する補正量を極性
の正負別に決定するため、画像信号がより適切に補正される。従って、電気光学装置にお
ける輝度ムラを効果的に低減させることが可能である。
【００１６】
　本発明の駆動装置の一態様では、前記補正量決定手段は、前記輝度差を小さくするよう
に前記画像信号を補正する際に用いる補正処理を前記正負別に、予め選択可能とされる複
数種類の補正処理の中から選択する選択手段と、前記選択された補正処理によって夫々、
前記画像信号を補正するための補正量を、前記正負別に決定する決定手段とを備える。
【００１７】
　この態様によれば、補正量決定手段による補正量の決定が行われる際に、選択手段によ
り、反転される極性の正負別に補正処理が選択される。「補正処理」とは、画素領域にお
ける輝度差を小さくするように画像信号を補正する際に用いられる処理であり、例えば補
正量を決定する処理や補正量を画像信号に適用するための処理等が含まれる。補正処理は
、予め複数種類のものが設定されており、選択手段は、その中から使用する補正処理を選
択する。尚、上述した補正処理は、例えば極性の正負別に１種類ずつ（即ち、合計で２種
類）選択可能とされるが、極性以外の条件に応じて選択できるように、より多くの種類が
選択可能とされてもよい。
【００１８】
　続いて、決定手段により、選択された補正処理によって画像信号を補正するための補正
量が決定される。補正量は、補正処理と同様に、反転される極性の正負別に決定される。
【００１９】
　上述したように、補正処理を選択し、補正量を決定することで、画像信号の極性に応じ
た補正処理によって画像信号を補正できる。即ち、極性毎に、異なる補正量を用いること
ができるということに加えて、異なる補正処理で画像信号を補正できる。よって、画像信
号をより適切に補正することが可能となる。従って、電気光学装置におけるデータ線に沿
った方向の輝度ムラを効果的に低減させることが可能である。
【００２０】
　上述した補正量決定手段が、選択手段及び決定手段を有する態様では、前記複数種類の
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補正処理は、前記画素領域に対応する画像信号に係る一フレーム又はフィールド期間内に
おける、前記画像信号が前記複数の画素部に供給されるタイミングに応じて、連続的に又
は階段状に変化するように前記補正量を決定する処理を夫々有し、前記タイミングに対す
る前記補正量の変化の仕方が相互に異なり、前記決定手段は、前記正負別に、前記タイミ
ングの各々について前記補正量を決定するように構成してもよい。
【００２１】
　このように構成すれば、選択手段によって選択可能とされる複数種類の補正処理には、
画素領域に対応する画像信号に係る一フレーム又はフィールド期間内における、画像信号
が複数の画素部に供給されるタイミングに応じて、連続的に又は階段状に変化するように
補正量を決定する処理が夫々有されている。尚、「連続的に又は階段状に変化する」とは
、補正量がタイミングに応じて、典型的には線形或いはリニアなど、連続的な値をとるよ
うに変化してもよいし、典型的には一本の連続した直線や曲線上に完全に又は概ね夫々の
るような、飛び飛びの値をとってもよいという意味である。複数種類の補正処理は、タイ
ミングに対する補正量の変化の仕方が夫々相互に異なっている。よって、いずれの補正処
理が選択されるかによって、決定される補正量は変化することとなる。
【００２２】
　決定手段では、上述した補正量を決定する処理よって、極性の正負別に、画像信号が供
給されるタイミングの各々について補正量が決定される。即ち、補正量は、画像信号の極
性及び供給されるタイミングという二つの条件に応じて決定される。より具体的には、各
フレームにおける開始時刻を基準として、画像信号の供給されるタイミングが同じである
ような場合であっても、極性が異なる場合には、異なる補正処理及び補正量で補正される
。
【００２３】
　上述したように、画素領域における輝度差は、画像信号の供給されるタイミングが異な
ることによって生じる。よって、画像信号の極性に加えて、供給されるタイミングに応じ
て補正量を決定することで、より適切な補正を行うことが可能となる。従って、電気光学
装置における輝度ムラを効果的に低減させることが可能である。
【００２４】
　上述した連続的に又は階段状に変化するように補正量を決定する態様では、前記タイミ
ングは、前記複数の走査線に対して走査信号が与えられる順番に対応しており、前記複数
種類の補正処理は、前記順番に応じて連続的に又は階段状に変化するように前記補正量を
決定する処理を夫々有し、前記順番に対する前記補正量の変化の仕方が相互に異なり、前
記決定手段は、前記正負別に、前記順番の各々について前記補正量を決定するように構成
してもよい。
【００２５】
　このように構成すれば、画像信号が供給されるタイミングが、複数の走査線に対して走
査信号が与えられる順番に対応しているため、タイミングという連続的な情報を、走査信
号が与えられる順番という比較的単純な情報として扱うことが可能となる。また、上述し
たような場合は、補正量は走査線単位で決定される。よって、例えば画素単位で補正量が
決定される場合と比較すると、より容易に補正量を決定することができる。
【００２６】
　以上の結果、補正量決定手段や補正手段における処理は簡単化される。従って、装置の
構成及び動作を、より簡単化することが可能である。
【００２７】
　上述した走査信号が与えられる順番の各々について補正量を決定する態様では、前記順
番は、前記走査線の前記データ線に沿った方向の座標に対応しており、前記複数種類の補
正処理は、前記座標に応じて連続的に又は階段状に変化するように前記補正量を決定する
処理を夫々有し、前記座標に対する前記補正量の変化の仕方が相互に異なり、前記決定手
段は、前記正負別に、前記座標の各々について前記補正量を決定するように構成してもよ
い。
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【００２８】
　このように構成すれば、複数の走査線に対して走査信号が与えられる順番が、走査線の
データ線に沿った方向の座標に対応しているため、タイミングという連続的な情報を、走
査線の座標という比較的単純な情報として扱うことが可能となる。
【００２９】
　尚、走査信号が与えられる順番が、走査線の座標に対応する場合とは、例えば画像信号
が複数の走査線の各々に供給される順番が固定されている場合である。このような場合は
、走査の開始端（典型的には、最上端又は最下端に位置する走査線）から数えて何本目の
走査線であるかによって、画像信号が供給されるタイミングが決まる。例えば、垂直走査
によって画像信号が供給される場合には、走査線の画素領域における上下方向に係る座標
によって、画像信号が供給されるタイミングが決まる。
【００３０】
　補正量を、走査線の座標に応じて決定するようにすることで、補正量決定手段や補正手
段における処理は簡単化される。従って、装置の構成及び動作を、より簡単化することが
可能である。
【００３１】
　上述した走査線のデータ線に沿った方向の座標の各々について補正量を決定する態様で
は、前記決定手段は、前記複数の走査線のうち第ｉ（但し、ｉは自然数）走査線に対応し
た前記複数の画素部の行に供給される前記画像信号の各々を補正するための第１補正量を
決定する第１決定手段と、前記複数の走査線のうち第ｊ（但し、ｊはｉと異なる自然数）
走査線に対応した前記複数の画素部に行に供給される前記画像信号の各々を補正するため
の前記第２補正量を、前記第１補正量に対して、前記第ｉ走査線の座標及び前記第ｊ走査
線の座標の差分に応じた値を加算又は減算することで決定する第２決定手段とを有し、前
記補正手段は、前記第１補正量に基づいて前記第ｉ走査線に対応した前記画像信号の各々
を補正し、前記第２補正量に基づいて、前記第ｊ走査線に対応した前記画像信号の各々を
補正するように構成してもよい。
【００３２】
　このように構成すれば、補正量を決定する際に、先ず第１決定手段によって、複数の走
査線のうち第ｉ走査線に対応した複数の画素部の行に供給される画像信号の各々を補正す
るための第１補正量が決定される。ここで、典型的には、１フレーム期間において、最も
早く画像信号が供給される第ｉ走査線とされる。即ち、垂直走査の場合には、最上部の走
査線が第ｉ走査線とされる。尚、第１補正量は、予め所定の値が設定されていてもよいし
、第ｉ走査線に対応した複数の画素部の行に供給される画像信号に基づいて算出されても
よい。また、典型的には、画像信号の極性によらずに一つの値とされるが、極性毎に決定
されてもよい。
【００３３】
　続いて、第２決定手段によって、複数の走査線のうち第ｊ走査線に対応した複数の画素
部に行に供給される画像信号の各々を補正するための第２補正量が決定される。第２補正
量は、上述した第１補正量に対して、第ｉ走査線の座標及び第ｊ走査線の座標の差分に応
じた値を加算又は減算することで決定される。例えば、差分をΔとすると、第２補正量＝
第１補正量＋ａ×Δ（但し、ａは係数）或いは第２補正量＝第１補正量＋Ｆ（ｊ）×Δ（
但し、Ｆ（ｊ）はｊに対応する関数係数）という関係式が成立する。ここで、第ｉ走査線
の座標及び第ｊ走査線の座標の差分は、第ｉ走査線に対応する複数の画素部に画像信号が
供給されるタイミングと第ｊ走査線に対応する複数の画素部に画像信号が供給されるタイ
ミングとの差分を表している。即ち、上述したように走査線の座標の差分を用いることで
、第２補正量は結果的に、画像信号が供給されるタイミングに応じた値として決定される
。また、第２補正量の決定は、第１補正量に対して加算又は減算処理を行えばよいため、
比較的容易な演算処理で済む。
【００３４】
　以上説明したように、本態様に係る駆動装置によれば、画像信号を補正するための補正
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量を、より容易に且つ適切な値として決定することができる。よって、装置の複雑化を防
止しつつ、画像信号の適切な補正を行うことが可能となる。従って、電気光学装置におけ
る輝度ムラを効果的に低減させることが可能である。
【００３５】
　上述した決定手段が、第１決定手段及び第２決定手段を有する態様では、前記第１決定
手段は、前記第１補正量をゼロとするように構成してもよい。
【００３６】
　このように構成すれば、第１補正量を決定する処理を簡単化することができる。また、
第１補正量はゼロであるので、第ｉ走査線に対応した複数の画素部の行に供給される画像
信号の各々は補正されなくともよい。即ち、補正手段における処理を簡単化することが可
能である。
【００３７】
　第１補正量がゼロとされた場合であっても、第２補正量は第１補正量を基準として夫々
決定されるため、結果的に画素領域における輝度差は小さくされる。即ち、第１補正量が
どのような値であっても、第２補正量は相対的に決定されるため、画像信号は適切に補正
される。従って、第１補正量をゼロとすることで、装置の構成及び動作を簡単化しつつ、
適切な補正を行うことが可能である。
【００３８】
　上述した走査線のデータ線に沿った方向の座標の各々について補正量を決定する態様で
は、前記第２決定手段は、前記選択された補正処理に従って、前記極性が正の場合におい
ては、前記差分が第１間隔増加する毎に、前記極性が負の場合においては、前記差分が第
２間隔増加する毎に、前記第１補正量に対して加算又は減算される値を、所定量ずつ変化
させるように構成してもよい。
【００３９】
　このように構成すれば、上述した第２補正量が決定される際に、画像信号の極性が正の
場合には、第ｉ走査線の座標及び第ｊ走査線の座標の差分が第１間隔増加する毎に、第１
補正量に加算又は減算される値が所定量ずつ変化させられる。また、画像信号の極性が負
の場合には、第ｉ走査線の座標及び第ｊ走査線の座標の差分が第２間隔増加する毎に、第
１補正量に加算又は減算される値が所定量ずつ変化させられる。尚、「第１間隔」及び「
第２間隔」とは、補正量を決定するために設定される距離であり、短くする程、供給され
るタイミングによる補正量の違いが大きくなる。即ち、補正を強くかけようとする場合に
は、より短い距離を設定すればよい。典型的には、極性が正である際に輝度差が発生し易
いため、第１間隔の方が第２間隔より短く設定される。尚、これらの間隔は、例えば夫々
の極性による表示を行って、その際に発生している輝度差に応じて設定される。
【００４０】
　第２補正量は、画像信号の極性が正の場合を考えると、例えば、第ｉ走査線の座標及び
第ｊ走査線の座標の差分が第１間隔に満たない場合であれば、第１補正量と同じ値なり、
第１間隔に到達していれば、第１補正量に対し所定量が加算又は減算された値となる。ま
た、第ｉ走査線の座標及び第ｊ走査線の座標の差分が第１間隔の２倍に到達すると、第１
補正量に対し所定量の２倍を加算又は減算した値となる。同様に、３倍以降も所定倍数の
所定量が加算又は減算されることで決定される。即ち、第２補正量は、走査線の座標に応
じて、段階的に増加又は減少するような値となる。
【００４１】
　上述したように、第１間隔及び第２間隔を設定することで、第２補正量は、画像信号は
極性の正負別に決定される。よって、画像信号はより適切に補正される。更に、第１間隔
及び第２間隔が互いに異なる値となることで、正極性及び負極性で補正量の変わる位置（
即ち、走査線の座標）が変化する。例えば、１Ｖ反転駆動を行う際には、１フレーム毎に
補正量の変わる位置が変化する。よって、補正によって生ずる走査線方向のラインを見え
難くすることができる。従って、電気光学装置における輝度ムラを効果的に低減させるこ
とが可能である。
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【００４２】
　本発明の電気光学装置は上記課題を解決するために、上述した本発明の駆動装置（但し
、その各種態様も含む）を具備する。
【００４３】
　本発明の電気光学装置によれば、上述した本発明に係る駆動装置を具備してなるので、
輝度ムラを効果的に低減させることが可能である。従って、高品質な表示を行うことが可
能である。
【００４４】
　本発明の電子機器は上記課題を解決するために、上述した本発明の電気光学装置（但し
、その各種態様も含む）を具備する。
【００４５】
　本発明の電子機器によれば、上述した本発明に係る電気光学装置を具備してなるので、
高品質な表示を行うことが可能な、投射型表示装置、テレビ、携帯電話、電子手帳、ワー
ドプロセッサ、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオテープレコーダ、ワークス
テーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルなどの各種電子機器を実現できる。
また、本発明の電子機器として、例えば電子ペーパなどの電気泳動装置等も実現すること
も可能である。
【００４６】
　本発明の駆動方法は上記課題を解決するために、複数の走査線及び複数のデータ線の交
差に対応して設けられた複数の画素部に画像信号を供給することで、前記複数の画素部が
配列されてなる画素領域を有する電気光学装置を駆動する駆動方法であって、前記画像信
号の極性を所定期間毎に反転させる極性反転工程と、前記画素領域における前記データ線
に沿った方向の輝度差を小さくするように前記画像信号を補正するための補正量を、前記
反転される極性の正負別に、決定する補正量決定工程と、前記画像信号を、前記決定され
た補正量に基づいて補正する補正工程と、前記補正された画像信号を前記複数の画素部に
、前記正負別に順次供給する供給工程とを備える。
【００４７】
　本発明に係る駆動方法によれば、上述した本発明の駆動装置の場合と同様に、画像信号
に対する補正量を極性の正負別に決定するため、画像信号はより適切に補正される。従っ
て、電気光学装置におけるデータ線に沿った方向の輝度ムラを効果的に低減させることが
可能である。
【００４８】
　尚、本発明の駆動方法においても、上述した本発明の駆動装置における各種態様と同様
の各種態様を採ることが可能である。
【００４９】
　本発明の作用及び他の利得は次に説明する実施するための最良の形態から明らかにされ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５０】
　以下では、本発明の実施形態について図を参照しつつ説明する。
【００５１】
　＜電気光学装置＞
　先ず、本実施形態に係る駆動装置によって駆動される電気光学装置の構成について、図
１から図３を参照して説明する。以下では、駆動回路内蔵型のＴＦＴ（Thin Film Transi
stor）アクティブマトリクス駆動方式の液晶装置を例にとる。
【００５２】
　本実施形態に係る電気光学装置の全体構成について、図１及び図２を参照して説明する
。ここに図１は、本実施形態に係る液晶装置の構成を示す平面図であり、図２は、図１の
Ｈ－Ｈ´線断面図である。
【００５３】
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　図１及び図２において、本実施形態に係る液晶装置では、ＴＦＴアレイ基板１０と対向
基板２０とが対向配置されている。ＴＦＴアレイ基板１０は、例えば石英基板、ガラス基
板、シリコン基板等の透明基板である。対向基板２０も、ＴＦＴアレイ基板１０と同様に
、透明基板である。ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０との間に液晶層５０が封入され
ている。ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０とは、複数の画素電極が設けられた画像表
示領域１０ａの周囲に位置するシール領域に設けられたシール材５２により相互に接着さ
れている。
【００５４】
　シール材５２は、両基板を貼り合わせるための、例えば紫外線硬化樹脂、熱硬化樹脂等
からなり、製造プロセスにおいてＴＦＴアレイ基板１０上に塗布された後、紫外線照射、
加熱等により硬化させられたものである。シール材５２中には、ＴＦＴアレイ基板１０と
対向基板２０との間隔（即ち、基板間ギャップ）を所定値とするためのグラスファイバ或
いはガラスビーズ等のギャップ材が散布されている。
【００５５】
　シール材５２が配置されたシール領域の内側に並行して、画像表示領域１０ａの額縁領
域を規定する遮光性の額縁遮光膜５３が、対向基板２０側に設けられている。但し、この
ような額縁遮光膜５３の一部又は全部は、ＴＦＴアレイ基板１０側に内蔵遮光膜として設
けられてもよい。
【００５６】
　周辺領域のうち、シール材５２が配置されたシール領域の外側に位置する領域には、デ
ータ線駆動回路１０１及び外部回路接続端子１０２がＴＦＴアレイ基板１０の一辺に沿っ
て設けられている。走査線駆動回路１０４は、この一辺に隣接する２辺に沿い、且つ、額
縁遮光膜５３に覆われるようにして設けられている。更に、このように画像表示領域１０
ａの両側に設けられた二つの走査線駆動回路１０４間をつなぐため、ＴＦＴアレイ基板１
０の残る一辺に沿い、且つ、額縁遮光膜５３に覆われるようにして複数の配線１０５が設
けられている。
【００５７】
　ＴＦＴアレイ基板１０上には、対向基板２０の４つのコーナー部に対向する領域に、両
基板間を上下導通材１０７で接続するための上下導通端子１０６が配置されている。これ
らにより、ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０との間で電気的な導通をとることができ
る。
【００５８】
　図２において、ＴＦＴアレイ基板１０上には、画素スイッチング用のＴＦＴや走査線、
データ線等の配線が形成された後の画素電極９ａ上に、配向膜が形成されている。画素電
極９ａは、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）膜などの透明導電膜からなり、配向膜は、ポリイ
ミド膜などの有機膜からなる。他方、対向基板２０上には、格子状又はストライプ状の遮
光膜２３が形成された後に、その全面に亘って対向電極２１が設けられており、更には最
上層部分に配向膜が形成されている。対向電極２１は、ＩＴＯ膜などの透明導電膜からな
り、配向膜は、ポリイミド膜などの有機膜からなる。このように構成され、画素電極９ａ
と対向電極２１とが対面するように配置されたＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０との
間には、液晶層５０が形成されている。液晶層５０は、例えば一種又は数種類のネマティ
ック液晶を混合した液晶からなり、これら一対の配向膜間で所定の配向状態をとる。
【００５９】
　尚、図１及び図２に示したＴＦＴアレイ基板１０上には、これらのデータ線駆動回路１
０１、走査線駆動回路１０４等の駆動回路に加えて、画像信号線上の画像信号をサンプリ
ングしてデータ線に供給するサンプリング回路、複数のデータ線に所定電圧レベルのプリ
チャージ信号を画像信号に先行して各々供給するプリチャージ回路、製造途中や出荷時の
当該電気光学装置の品質、欠陥等を検査するための検査回路等を形成してもよい。
【００６０】
　次に、本実施形態に係る電気光学装置の画素部の電気的な構成について、図３を参照し



(11) JP 2009-122306 A 2009.6.4

10

20

30

40

50

て説明する。ここに図３は、本実施形態に係る液晶装置の画像表示領域を構成するマトリ
クス状に形成された複数の画素における各種素子、配線等の等価回路図である。
【００６１】
　図３において、画像表示領域１０ａを構成するマトリクス状に形成された複数の画素の
各々には、画素電極９ａ及びＴＦＴ３０が形成されている。ＴＦＴ３０は、画素電極９ａ
に電気的に接続されており、本実施形態に係る液晶装置の動作時に画素電極９ａをスイッ
チング制御する。画像信号が供給されるデータ線６ａは、ＴＦＴ３０のソースに電気的に
接続されている。データ線６ａに書き込む画像信号Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｎは、この順
に線順次に供給しても構わないし、相隣接する複数のデータ線６ａ同士に対して、グルー
プ毎に供給するようにしてもよい。
【００６２】
　ＴＦＴ３０のゲートには、走査線３ａが電気的に接続されており、本実施形態に係る液
晶装置は、所定のタイミングで、走査線３ａにパルス的に走査信号Ｇ１、Ｇ２、・・・、
Ｇｍを、この順に線順次で印加するように構成されている。画素電極９ａは、ＴＦＴ３０
のドレインに電気的に接続されており、スイッチング素子であるＴＦＴ３０を一定期間だ
けそのスイッチを閉じることにより、データ線６ａから供給される画像信号Ｓ１、Ｓ２、
・・・、Ｓｎが所定のタイミングで書き込まれる。画素電極９ａを介して電気光学物質の
一例としての液晶に書き込まれた所定レベルの画像信号Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｎは、対
向基板に形成された対向電極との間で一定期間保持される。
【００６３】
　液晶層５０（図２参照）を構成する液晶は、印加される電圧レベルにより分子集合の配
向や秩序が変化することにより、光を変調し、階調表示を可能とする。ノーマリーホワイ
トモードであれば、各画素の単位で印加された電圧に応じて入射光に対する透過率が減少
し、ノーマリーブラックモードであれば、各画素の単位で印加された電圧に応じて入射光
に対する透過率が増加され、全体として液晶装置からは画像信号に応じたコントラストを
もつ光が出射される。
【００６４】
　ここで保持された画像信号がリークすることを防ぐために、画素電極９ａと対向電極２
１（図２参照）との間に形成される液晶容量と並列に蓄積容量７０が付加されている。蓄
積容量７０は、画像信号の供給に応じて各画素電極９ａの電位を一時的に保持する保持容
量として機能する容量素子である。蓄積容量７０の一方の電極は、画素電極９ａと並列し
てＴＦＴ３０のドレインに接続され、他方の電極は、定電位となるように、電位固定の容
量線３００に接続されている。蓄積容量７０によれば、画素電極９ａにおける電位保持特
性が向上し、コントラスト向上やフリッカの低減といった表示特性の向上が可能となる。
【００６５】
　＜駆動装置＞
　次に、上述した電気光学装置を駆動する、本実施形態に係る駆動装置について、図４か
ら図１２を参照して説明する。尚、本実施形態では、電気光学装置に対して、垂直走査に
よって画像信号を供給する場合を例にとり説明する。また、画像信号の極性反転は、１フ
レーム期間毎に行われる（即ち、１Ｖ反転駆動を行う）ものとする。
【００６６】
　先ず、本実施形態に係る駆動装置と上述した電気光学装置との接続構成について、図４
を参照して説明する。ここに図４は、本実施形態に係る駆動装置と電気光学装置との接続
構成を示す斜視図である。
【００６７】
　図４において、本実施形態に係る駆動装置１００は、図１及び図２に示したデータ線駆
動回路１０１に対して、補正後の画像信号を所定フォーマットで供給する装置として構築
されている。より具体的には、外部回路接続端子１０２にフレキシブルコネクタ２００を
介して接続される、液晶パネルに対する外部回路或いは装置として構築される。即ち、本
実施形態における駆動装置１００は、液晶パネルに対する画像信号供給装置或いは回路と
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も呼べるものとして構築されている。更に、画像信号を供給する画像信号供給装置に内蔵
される又はその後段に配置される補正回路或いは装置とも呼べるものとして構築されても
よい。また、電気光学装置に内蔵される回路或いは装置として構築されてもよく、上述し
たデータ線駆動回路１０１や走査線駆動回路１０４等の駆動回路を含んで構築されてもよ
い。加えて、駆動装置１００は、ガンマ補正、シリアル－パラレル変換等の既存の補正や
処理を実行するように構成されてもよい。
【００６８】
　次に、本実施形態に係る駆動装置の構成について、図５を参照して説明する。ここに図
５は、本実施形態に係る駆動装置の構成を示すブロック図である。
【００６９】
　図５において、本実施形態に係る駆動装置は、本発明の「極性反転手段」の一例である
極性反転部１１０と、本発明の「補正量決定手段」の一例である補正量決定部１２０と、
本発明の「補正手段」の一例である補正部１５０と、本発明の「供給手段」の一例である
供給部１６０とを備えて構成されている。
【００７０】
　極性判定部１１０は、例えば演算回路やメモリ等を備えており、入力された画像信号の
極性を所定期間毎に反転させて出力する。
【００７１】
　補正量決定部１２０は、本発明の「選択手段」の一例である選択部１３０と、本発明の
「決定手段」の一例である決定部１４０とを備えており、入力された画像信号を補正する
ための補正量を決定する。選択部１３０は、予め選択可能とされた複数種類の補正処理か
ら、入力された画像信号を補正する際に用いる補正処理を選択する。決定部１４０は、本
発明の「第１決定手段」の一例である第１決定部１４１と、本発明の「第２決定手段」の
一例である第２決定部１４２とを備えている。第１決定部１４１は、１フレーム期間にお
いて最も早く走査信号が供給される走査線に対応する画素電極９ａに供給される画像信号
を補正するための、第１補正量を決定する。第２決定部は、第１補正量を用いて、他の画
素電極９ａに供給される画像信号を補正するための、第２補正量を決定する。
【００７２】
　補正部１５０は、例えば演算回路やメモリ等を備えており、補正量決定部１２０におい
て選択された補正処理及び決定された補正量によって、画像信号を補正する。
【００７３】
　供給部１６０は、電気光学装置に電気的に接続された配線等を備えており、電気光学装
置に補正された画像信号を供給する。
【００７４】
　次に、本実施形態に係る駆動装置の動作について、図５に加えて、図６を参照して説明
する。ここに図６は、本実施形態に係る駆動装置の動作を示すフローチャートである。
【００７５】
　図６において、本実施形態に係る駆動装置の動作時には、先ず極性反転部１１０が、入
力された画像信号の極性を反転する（ステップＳ１１）。極性が反転された画像信号は、
補正量決定部１２０に出力される。補正量決定部１２０では、選択部１３０が、反転され
た極性に応じて、画像信号を補正するための補正処理を選択する（ステップＳ１２）。補
正処理には、例えば補正量を決定する処理や補正量を画像信号に適用するための処理等が
含まれる。即ち、補正処理を選択することで、補正量を算出する際の演算方法や、補正量
を画像信号に対して加算するのか、減算するのか或いは乗算するのかといった補正方法が
決定される。補正処理は、予め複数種類のものが設定されており、選択部１３０は、画像
信号の極性に応じて、より適切に画像信号を補正できるとされた補正処理を選択する。
【００７６】
　補正処理が選択されると、決定部１４０における第１決定部１４１が、最も早く走査信
号が供給される走査線（以下、適宜「第ｉ走査線」と称する）に対応する画素電極９ａに
供給される画像信号（以下、適宜「第ｉ画像信号」と称する）を補正するための、第１補
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正量を決定する（ステップＳ１３）。尚、本実施形態では垂直走査によって走査信号が供
給されるため、第ｉ走査線は画像表示領域１０ａ（図１参照）の最上部に位置する走査線
３ａとされる。第１補正量は、予め所定の値が設定されていてもよいし、第ｉ走査線に対
応した画素電極９ａに供給される画像信号に基づいて算出されてもよい。以下では、供給
される画像信号によらずに、第１補正量が‘０’と決定される場合を例にとり説明する。
即ち、本実施形態に係る駆動装置においては、第１決定部１４１に備えられるメモリ装置
等に‘０’という値が予め記憶されている。
【００７７】
　第１補正量が決定されると、補正部１５０が、第ｉ画像信号を第１補正量に基づいて補
正する（ステップＳ１４）。ここでの補正は、上述したステップＳ１２において選択され
た補正処理によって行われる。続いて、供給部１６０が、補正された第ｉ画像信号を電気
光学装置に供給する（ステップＳ１５）。
【００７８】
　次に、決定部１４０における第２決定部１４２が、第ｉ走査線以降に走査信号が供給さ
れる第ｊ走査線に対応する画素電極９ａに供給される画像信号（以下、適宜「第ｊ画像信
号」と称する）を補正するための、第２補正量を決定する（ステップＳ１６）。第ｊ走査
線としては、典型的には、先ず第ｉ走査線の次に（即ち、２番目に）走査信号が供給され
る走査線３ａが選択される。
ステップＳ１６の第２補正量を決定する工程については、その効果と共に後に詳述する。
【００７９】
　第２補正量が決定されると、補正部１５０が、第ｊ画像信号を第２補正量に基づいて補
正する（ステップＳ１７）。ここでの補正も、上述した第ｉ画像信号の場合と同様に、ス
テップＳ１２において選択された補正処理によって行われる。続いて、供給部１６０が、
補正された第ｊ画像信号を電気光学装置に供給する（ステップＳ１８）。尚、上述したス
テップＳ１６からステップＳ１８までの処理は、ステップＳ１３において第１補正量が決
定されていれば実行可能である。よって、例えばステップＳ１４やステップＳ１５と並行
して実行されてもよい。
【００８０】
　第ｊ画像信号が電気光学装置に供給されると、電気光学装置に１フレーム分の画像信号
が供給された否かを判定する（ステップＳ１９）。即ち、全ての走査線に対応する画素電
極９ａに画像信号が供給されたか否かが判定される。ここで、１フレーム分の画像信号が
供給されていない場合（ステップＳ１９：ＮＯ）、第ｊ走査線は１つずれて、別の走査線
３ａが第ｊ走査線として選択される（ステップＳ２０）。例えば、２番目に走査信号が供
給される走査線３ａが選択されていた場合には、３番目に走査信号が供給される走査線３
ａが選択される。このように、第ｊ走査線が変更されつつ、繰り返しステップＳ１６から
ステップＳ１８までの処理が行われることにより、電気光学装置に１フレーム分の画像信
号が供給される。
【００８１】
　電気光学装置に１フレーム分の画像信号が供給された場合（ステップＳ１９：ＹＥＳ）
、駆動装置における処理は、再びステップＳ１１から開始される。即ち、再び画像信号の
極性が反転される。よって、１画像信号の極性は１フレーム期間毎に反転されることとな
る。即ち、１Ｖ反転駆動が行われる。
【００８２】
　上述した一連の処理は、一フレーム分の画像信号が入力される都度に、該一フレーム分
の画像信号が液晶装置に供給されるのに先立って、一通り実行される。上述した一連の処
理は、画像信号の極性が正である場合及び負である場合のいずれにおいても、同様に行わ
れるが、例えばステップＳ１２において選択される補正処理や、ステップＳ１６において
決定される第２補正量の値は、画像信号の極性によって変化する。本実施形態に係る駆動
装置では、極性によって異なる補正を行うことでより適切な補正を可能としている。この
効果については以下に詳述する。
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【００８３】
　次に、図７から図１０を参照して、ステップＳ１６における第２補正量を決定する工程
及び補正による効果を詳細に説明する。ここに図７は、第２補正量を決定する際の動作を
示すフローチャートであり、図８は、補正量の決定方法を概念的に示す平面図である。ま
た図９は、画像表示領域の上部及び下部における輝度差を極性別に示すグラフであり、図
１０は、補正量の変化する位置を極性別に示す概念図である。
【００８４】
　図７において、第２補正量を決定する際には、先ず第ｉ走査線及び第ｊ走査線について
、データ線６ａに沿った方向（即ち、図３におけるＹ方向）に係る座標を抽出する（ステ
ップＳ２１）。続いて、抽出された座標を用いて、第ｉ走査線の座標と第ｊ走査線の座標
との差分を算出する（ステップＳ２２）。
【００８５】
　垂直走査によって画像信号を供給する場合、走査線のデータ線６ａに沿った方向に係る
座標は、走査線の各々に対応する画素電極９ａに対して、画像信号が供給されるタイミン
グに対応している。よって、上述したような処理を行うことにより、第ｉ画像信号及び第
ｊ画像信号間で、供給されるタイミングの差分がどれくらいであるのかを知ることができ
る。尚、垂直走査以外の方法で画像信号を供給する場合であっても、画素電極９ａに対し
て画像信号を供給する順序が固定されている場合には、対応する走査線３ａの座標やデー
タ線３ａの座標によって、タイミングを表すことができる。
【００８６】
　次に、算出された座標の差分に応じて、第２補正量を決定するための加算量を決定する
（ステップＳ２３）。加算量は、算出された差分が所定間隔増加する毎に１ずつ増加され
る。具体的には、画像信号の極性が正であるとすると、差分が第１間隔に満たない場合で
あれば、‘０’となり、第１間隔に到達していれば、‘１’となる。また、差分が第１間
隔の２倍に到達すると、‘２’となり、３倍以降の場合も、同様に増加される。
【００８７】
　続いて、決定された加算量を第１補正量に加算することで、第２補正量を決定する（ス
テップＳ２４）。ここでは、第１補正量が‘０’とされているので、第２補正量は加算量
と同じ値となる。第２補正量を画像表示領域１０ａ上で概念的に表すと、図８に示すよう
になる。即ち、画像表示領域１０ａの最上部から第１間隔内である部分では、第２補正量
が‘０’となり、最上部から第１間隔離れる毎に‘１’ずつ増加された値となる。
【００８８】
　上述のように第２補正量が決定されることで、画像信号は、供給されるタイミングが遅
いもの程、より大きな補正量によって補正されることとなる。よって、画像信号が供給さ
れるタイミングの違いによって生じる、画像表示領域１０ａの上下方向（即ち、図８にお
けるＹ方向）に係る輝度ムラを低減させることが可能である。
【００８９】
　他方で、画像信号の極性が負である場合には、上述した第１間隔に代えて第２間隔が用
いられる。よって、極性が負である場合の第２補正量は、正である場合と異なる間隔で変
化する。即ち、画像信号の極性が正であるか負であるかによって、第２補正量は異なる値
となる。
【００９０】
　図９において、画像表示領域１０ａにおける輝度は、画像表示領域１０ａの上部及び下
部においてグラフに示すような値となる。ここで、１Ｖ反転駆動を行う場合及び画像信号
を正極性のみで駆動する場合では、画像表示領域１０ａの上部及び下部における輝度差が
、互いに同程度の値となる。これに比べて、画像信号を負極性のみで駆動する場合では、
画像表示領域１０ａの上部及び下部における輝度差が小さい。この結果から、１Ｖ反転駆
動を行う場合に発生する輝度差には、画像信号が正極性とされている際の影響が大きいと
考えることができる。よって、第２間隔を第１間隔より大きく設定することで、極性別に
より適切な補正を行うことが可能となる。尚、図９から分かるように、上下方向の輝度変
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化は、ほぼ直線であるので、上述の如き、補正量の決定は、容易且つ迅速に実行可能とな
る。
【００９１】
　図１０において、第２間隔を大きくすると、補正量が変化する間隔が大きくなる。即ち
、画像表示領域１０ａの上部及び下部間における、補正量の差は小さくなる。よって、極
性が負である画像信号に対してされる補正は、極性が正である画像信号に対してされる補
正と比べて弱いものとなる。従って、画像信号が正である場合及び負である場合に発生す
る輝度差夫々について、より適切な補正が行われることとなる。
【００９２】
　更に、極性毎に補正量が変わる位置を変えることによって、補正量が変わる位置に生ず
る走査線に沿った方向（即ち、図１０におけるＹ方向）のラインを見え難くすることも可
能である。例えば１Ｖ反転駆動を行う場合を考えると、図１０に示すような位置で補正量
が変化する場合、補正量の変化する位置は、１フレーム期間毎に変化する。このように、
ラインの発生する位置が所定期間毎に変化することにより、実際の表示において、ライン
は見え難くなる。
【００９３】
　以上説明したように、本実施形態に係る駆動装置によれば、極性によって異なる補正を
行うため、より適切に画像信号を補正できる。従って、電気光学装置における輝度ムラを
効果的に低減させることが可能となり、表示される画像を高品質なものとすることができ
る。
【００９４】
　続いて、本実施形態に係る駆動装置の変形例について、図１１及び図１２を参照して説
明する。ここに図１１は、本実施形態に係る駆動装置の変形例の構成を示すブロック図で
あり、図１２は、本実施形態に係る駆動装置の変形例の動作を示すフローチャートである
。尚、図１１及び図１２では、図５及び図６に示した構成要素と同様の構成要素に同一の
参照符合を付し、それらの説明は適宜省略する。
【００９５】
　図１１において、本実施形態に係る駆動装置の変形例は、極性反転部１１０が、補正部
１５０の後段に配置されている。また、極性反転部１１０は、入力された画像信号の極性
を反転させることに加えて、補正量決定部１２０に対して、極性反転情報信号を出力する
。補正量決定部１２０は、極性反転情報信号によって、入力された画像信号が、正又は負
のいずれの極性で電気光学装置に供給されるかを判別することができる。
【００９６】
　図１２において、本実施形態に係る駆動装置の変形例の動作時には、先ず極性反転部１
１０が、極性反転情報信号を補正量決定部１２０に出力する（ステップＳ３１）。補正量
決定部１２０は、極性反転情報信号によって、入力された画像信号が、正又は負のいずれ
の極性で電気光学装置に供給されるかを判別する。そして、図６において説明した場合と
同様に、ステップＳ１２からステップＳ１４までの処理を行う。即ち、画像信号が後にど
の極性に反転されるかによって、補正処理を行う。極性反転部１１０は、第ｉ画像信号が
補正された後で、実際に第ｉ画像信号の極性を反転させる（ステップＳ３２）。即ち、こ
こでは画像信号が補正された後に極性が反転される。供給部１６０は、極性が反転された
第ｉ画像信号を電気光学装置に供給する（ステップＳ１５）。
【００９７】
　第ｊ画像信号に対しても、極性反転情報信号によって取得された情報に基づいて、ステ
ップＳ１６及びステップＳ１７の処理を行う。極性反転部１１０は、第ｊ画像信号が補正
された後で、実際に第ｉ画像信号の極性を反転させる（ステップＳ３３）。供給部１６０
は、極性が反転された第ｊ画像信号を電気光学装置に供給する（ステップＳ１８）。
【００９８】
　以上説明したように、極性反転を補正後に行う場合であっても、極性によって異なる補
正を行うことができる。このため、より適切に画像信号を補正できる。従って、電気光学
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装置における輝度ムラを効果的に低減させることが可能となり、表示される画像を高品質
なものとすることができる。
【００９９】
　＜電子機器＞
　次に、上述した電気光学装置である液晶装置を各種の電子機器に適用する場合について
説明する。ここに図１３は、プロジェクタの構成例を示す平面図である。以下では、この
液晶装置をライトバルブとして用いたプロジェクタについて説明する。
【０１００】
　図１３に示されるように、プロジェクタ１１００内部には、ハロゲンランプ等の白色光
源からなるランプユニット１１０２が設けられている。このランプユニット１１０２から
射出された投射光は、ライトガイド１１０４内に配置された４枚のミラー１１０６及び２
枚のダイクロイックミラー１１０８によってＲＧＢの３原色に分離され、各原色に対応す
るライトバルブとしての液晶パネル１１１０Ｒ、１１１０Ｂ及び１１１０Ｇに入射される
。
【０１０１】
　液晶パネル１１１０Ｒ、１１１０Ｂ及び１１１０Ｇの構成は、上述した液晶装置と同等
であり、画像信号処理回路から供給されるＲ、Ｇ、Ｂの原色信号でそれぞれ駆動されるも
のである。そして、これらの液晶パネルによって変調された光は、ダイクロイックプリズ
ム１１１２に３方向から入射される。このダイクロイックプリズム１１１２においては、
Ｒ及びＢの光が９０度に屈折する一方、Ｇの光が直進する。従って、各色の画像が合成さ
れる結果、投射レンズ１１１４を介して、スクリーン等にカラー画像が投写されることと
なる。
【０１０２】
　ここで、各液晶パネル１１１０Ｒ、１１１０Ｂ及び１１１０Ｇによる表示像について着
目すると、液晶パネル１１１０Ｇによる表示像は、液晶パネル１１１０Ｒ、１１１０Ｂに
よる表示像に対して左右反転することが必要となる。
【０１０３】
　尚、液晶パネル１１１０Ｒ、１１１０Ｂ及び１１１０Ｇには、ダイクロイックミラー１
１０８によって、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応する光が入射するので、カラーフィルタを設
ける必要はない。
【０１０４】
　尚、図１３を参照して説明した電子機器の他にも、モバイル型のパーソナルコンピュー
タや、携帯電話、液晶テレビや、ビューファインダ型、モニタ直視型のビデオテープレコ
ーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワーク
ステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルを備えた装置等が挙げられる。そ
して、これらの各種電子機器に適用可能なのは言うまでもない。
【０１０５】
　また、本発明は上述の各実施形態で説明した液晶装置以外にも反射型液晶装置（ＬＣＯ
Ｓ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、電界放出型ディスプレイ（ＦＥＤ、ＳＥＤ）、
有機ＥＬディスプレイ、デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）、電気泳動装置等に
も適用可能である。
【０１０６】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う駆動装置及び方法、並びに電気光学装置及び電子機器もまた本発明の技術的範囲に
含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】実施形態に係る液晶装置の全体構成を示す平面図である。
【図２】図１のＨ－Ｈ´線断面図である。
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【図３】実施形態に係る液晶装置の画像表示領域を構成するマトリクス状に形成された複
数の画素における各種素子、配線等の等価回路図である。
【図４】実施形態に係る駆動装置と電気光学装置との接続構成を示す斜視図である。
【図５】実施形態に係る駆動装置の構成を示すブロック図である。
【図６】実施形態に係る駆動装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】第２補正量を決定する際の動作を示すフローチャートである。
【図８】補正量の決定方法を概念的に示す平面図である。
【図９】画像表示領域の上部及び下部における輝度差を極性別に示すグラフである。
【図１０】補正量の変化する位置を極性別に示す概念図である。
【図１１】実施形態に係る駆動装置の変形例の構成を示すブロック図である。
【図１２】実施形態に係る駆動装置の変形例の動作を示すフローチャートである。
【図１３】電気光学装置を適用した電子機器の一例たるプロジェクタの構成を示す平面図
である。
【符号の説明】
【０１０８】
　３ａ…走査線、６ａ…データ線、９ａ…画素電極、１０…ＴＦＴアレイ基板、１０ａ…
画像表示領域、５０…液晶層、１００…駆動装置、１０１…データ線駆動回路、１０２…
外部回路接続端子、１０４…走査線駆動回路、１１０…極性反転部、１２０…補正量決定
部、１３０…選択部、１４０…決定部、１４１…第１決定部、１４２…第２決定部、１５
０…補正部、１６０…供給部、２００…フレキシブルコネクタ

【図１】

【図２】

【図３】
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